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戸
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共
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エン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

原
田
社
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た

世
界
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
る
「
ニ
ッ
ス
イ
の
遺
伝
子
」

　

漁
船
の
工
場
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
造
船
業
の
経
験
を
活
か
し
、
船

舶
修
繕
・
食
品
工
場
工
務
・
精
密
機
械
組
み
立
て
な
ど
の
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
旧
雲
仙
丸
は
現
在
チ
リ
共

和
国
国
籍
を
取
得
し
て
南
米
漁
場
で
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

３
月
、
日
本
の
造
船
所
で
大
改
造
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

ニ
ッ
ス
イ
マ
リ
ン
工
業
㈱
は
１
９
９
６
年
１
月
25
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
７
０
年
代
後
半
か
ら
始
ま
っ
た
２
０
０
海
里
シ
ョ
ッ
ク
で
漁
場
を
失
く
し
た
日
本
の
遠
洋

ト
ロ
ー
ル
漁
船
は
、
徐
々
に
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
日
本
水
産
㈱
（
以
下
ニ
ッ

ス
イ
）
は
ト
ロ
ー
ル
船
員
の
雇
用
と
生
活
を
守
る
た
め
、
漁
業
で
培
っ
た
知
識
・
技
術
・
技
能
を

活
か
す
新
た
な
職
域
を
開
発
す
べ
く
、
同
社
を
設
立
し
ま
し
た
。「
日
本
の
未
来
へ
の
鍵
は
海
に

あ
る
」
と
い
う
理
念
の
も
と
に
海
の
仕
事
に
取
り
組
み
続
け
て
い
き
ま
す
。

救
命
艇

　

救
命
艇
と
は
、
緊
急
時
に
船
舶
等
か
ら
脱
出
す
る
際
に
使
用

す
る
救
命
設
備
の
ひ
と
つ
で
す
。
N
S
T
C
（
日
本
サ
バ
イ
バ

ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）
に
は
、
ダ
ビ
ッ
ト
式
救
命
艇
と

フ
リ
ー
フ
ォ
ー
ル
式
救
命
艇
の
２
種
類
が
あ
り
、
海
上
で
働
く

人
の
安
全
基
本
訓
練
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
救
命
艇
へ
の
招
集
、

乗
艇
、
進
水
、
操
船
、
各
種
備
品
の
説
明
な
ど
を
、
実
際
に
救

命
艇
に
乗
艇
し
て
行
う
訓
練
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

造船所上架中の
ＵＮＺＥＮ

ＵＮＺＥＮ
（旧雲仙丸）

特 

集

ニッ
ス
イ
マ
リ
ン
工
業
株
式
会
社
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海
洋
調
査
船

　

海
洋
調
査
船
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｔ（
1
7
3
9
ト
ン
）
は
北
九
州

港
に
船
籍
を
置
き
、多
機
能
装
備
に
よ
り
、海
洋
調
査
、海
底
調
査
、

環
境
調
査
等
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
２
軸
Ｃ
Ｐ
Ｐ
と
バ
ウ

ス
ラ
ス
タ
ー
に
よ
る
機
動
力
を
備
え
、
大
型
Ａ
フ
レ
ー
ム
ク
レ
ー

ン
装
備
に
よ
っ
て
、
水
中
ロ
ボ
ッ
ト
の
運
用
も
可
能
で
す
。

　

救
命
艇
と
は
、
緊
急
時
に
船
舶
等
か
ら
脱
出
す
る
際
に
使
用

す
る
救
命
設
備
の
ひ
と
つ
で
す
。
N
S
T
C
（
日
本
サ
バ
イ
バ

ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）
に
は
、
ダ
ビ
ッ
ト
式
救
命
艇
と

フ
リ
ー
フ
ォ
ー
ル
式
救
命
艇
の
２
種
類
が
あ
り
、
海
上
で
働
く

人
の
安
全
基
本
訓
練
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
救
命
艇
へ
の
招
集
、

乗
艇
、
進
水
、
操
船
、
各
種
備
品
の
説
明
な
ど
を
、
実
際
に
救

命
艇
に
乗
艇
し
て
行
う
訓
練
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

フリーフオール式救命艇

ダビット式救命艇

調査船　ＣＯＮＣＥＰＴ
（1,739トン  長さ67.3m    幅13m）

調査船　ＣＯＮＣＥＰＴ
（1,739トン  長さ67.3m    幅13m）

Q
２
０
０
海
里
シ
ョ
ッ
ク
と
は
何
で
す
か
？

A　
国
連
海
洋
法
条
約
で
、
自
国
の
沖
合
２
０

０
海
里
（
約
３
７
０
㎞
）
ま
で
の
水
域
の
排

他
的
（
他
国
か
ら
侵
害
さ
れ
な
い
）
権
利
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。
外
国
の
２
０
０
海
里
内

で
操
業
し
て
い
た
日
本
の
遠
洋
ト
ロ
ー
ル
漁

船
は
職
場
を
失
い
日
本
の
水
産
業
は
大
き
な

打
撃
を
受
け
た
の
で
す
。

Q
何
故
、
日
本
の
漁
船
は
他
国
の
２
０
０
海
里

内
で
操
業
し
て
い
た
の
で
す
か
？

A　
多
く
の
魚
が
集
ま
る
漁
場
の
ほ
と
ん
ど
は
、

大
き
な
川
が
流
れ
込
む
沿
岸
域
や
大
陸
棚
、

あ
る
い
は
海
流
と
海
流
が
ぶ
つ
か
る
場
所
に

あ
り
ま
す
。
日
本
の
近
海
に
も
多
く
あ
り
ま

す
が
、
日
本
人
の
食
糧
を
確
保
す
る
た
め
に

外
国
の
漁
場
に
も
進
出
し
て
い
ま
し
た
。

Q
日
本
の
遠
洋
ト
ロ
ー
ル
船
員
は
、
船
以
外
の

仕
事
も
出
来
る
の
で
す
か
？

A　
遠
洋
ト
ロ
ー
ル
船
は
、
ほ
ぼ
１
年
近
く
を

洋
上
で
過
ご
し
ま
す
。
船
を
動
か
す
仕
事
以

外
に
、
網
や
ロ
ー
プ
を
作
っ
た
り
、
発
電
機

で
電
気
を
作
っ
た
り
、
機
械
や
部
屋
の
修
理

も
自
分
た
ち
で
行
い
ま
す
。
船
に
よ
っ
て
乗

組
員
は
50
人
か
ら
１
０
０
人
も
乗
っ
て
い
ま

す
。
食
事
を
作
る
の
も
大
変
な
仕
事
で
す
。

船
員
は
そ
の
役
割
に
応
じ
て
様
々
な
知
識
や

技
術
を
も
っ
て
い
ま
す
。

Q
会
社
の
現
在
の
仕
事
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A　
主
な
業
務
を
３
つ
挙
げ
ま
す
、

　

第
１
は
、
海
洋
部
で
す
。
こ
こ
で
は
、
港
湾

建
設
な
ど
の
海
洋
土
木
や
調
査
船
・
タ
ン
カ
ー

な
ど
の
船
舶
の
運
航
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　

第
２
に
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
関
係
で
す
。

工
作
機
械
の
組
み
立
て
や
船
の
修
繕
工
事
、
あ

る
い
は
陸
上
工
場
の
様
々
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

第
３
は
、
日
本
サ
バ
イ
バ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
（
N
S
T
C
）
で
す
。
世
界
の

海
洋
産
業
で
働
く
人
々
の
命
を
守
る
取
り
組

み
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

Q
最
後
に
最
近
、
印
象
に
残
っ
た
仕
事
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

A　
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
ご
く
最
近
で
は
、

昨
年
（
２
０
１
８
年
）
の
11
月
に
、Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
の
宇
宙
カ
プ
セ
ル
を
洋
上
で
無
事
に
回
収

で
き
た
こ
と
で
す
。
来
年
は
、〝
は
や
ぶ
さ
２
〞

が
地
球
に
帰
還
し
ま
す
。
今
か
ら
ワ
ク
ワ
ク

し
て
い
ま
す
。

　

今
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

北
九
州
の
身
近
な
会
社
が
海
に
纏
わ
る
い

ろ
い
ろ
な
仕
事
を
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
海
か
ら
宇
宙
ま
で
興
味
深
い
話
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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一
隻
の
漁
船
か
ら
始
ま
る
ニ
ッ
ス
イ
の
歴
史

ニッ
ス
イ
パ
イ
オ
ニ
ア
館

▼

1
9
1
1

　

ニ
ッ
ス
イ
の
創
業

　

今
か
ら
1
0
0
年
以
上
前
の
1
9
1
1
（
明

治
44
）
年
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
造
っ
た
一
隻
の
漁

船
（
ト
ロ
ー
ル
船①

）
か
ら
ニ
ッ
ス
イ
の
歴
史
は

始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
の
名
称
は
田
村
汽
船
漁

業
部
で
拠
点
は
、山
口
県
の
下
関
に
あ
り
ま
し
た
。

▼
1
9
3
0

　

戸
畑
を
漁
業
基
地
に

　

1
9
3
0
（
昭
和
5
）
年
に
、
ニ
ッ
ス
イ
は

下
関
か
ら
戸
畑
に
拠
点
を
移
し
、
戸
畑
港②

は
漁

業
基
地
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。
日
本
で
初
め

て
食
品
の
凍
結
を
行
っ
た
の
は
戸
畑
冷
蔵③

と
い

う
会
社
で
、今
か
ら
80
年
以
上
前
の
こ
と
で
し
た
。

▼
1
9
5
2

　

遠
洋
漁
業
の
拡
大

　

太
平
洋
戦
争
が
終
わ
り
、
日
本
水
産
の
社
名

と
な
り
再
び
遠
洋
漁
業④

が
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
獲
っ
た
魚
を
使
っ
て
、1
9
5
2
（
昭

和
27
）
年
か
ら
戸
畑
で
本
格
的
に
フ
ィ
ッ
シ
ュ

ソ
ー
セ
ー
ジ⑤

の
生
産
を
始
め
ま
し
た
。

▼
1
9
6
0
〜

　

漁
業
と
食
品
事
業
の
拡
大

　

1
9
6
0
（
昭
和
35
）
年
ご
ろ
か
ら
ニ
ッ
ス

イ
は
大
型
の
漁
船⑥

を
次
々
と
建
造
し
、
世
界
の

海
へ
進
出
し
ま
し
た
。
開
発
し
た
冷
凍
す
り
み

を
使
っ
て
、
ち
く
わ
を
生
産
し
始
め
ま
し
た⑦

。

冷
凍
食
品⑧

を
生
産
し
始
め
た
の
も
こ
の
頃
か
ら

で
す
。

▼
1
9
7
0
〜

　

２
０
０
海
里
の
影
響

　

各
国
が
２
０
０
海
里
規
制
を
始
め
た
結
果
１
９

７
０
年
代
に
、
日
本
の
漁
船
は
自
由
に
海
外
で
魚

を
獲
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、

ニ
ッ
ス
イ
は
世
界
各
地
に
水
産
物
を
調
達
す
る
拠

点⑨

を
作
り
ま
し
た
。

▼
2
0
1
9

　

現
在
の
ニ
ッ
ス
イ

　

現
在
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
冷
凍

食
品
、
缶
詰
な
ど
を
生
産
し
、
サ
ケ
や
ブ
リ
な

ど
養
殖
を
手
掛
け
る
と
と
も
に
、
青
魚
の
油
を

使
っ
た
医
薬
品
原
料
な
ど
も
生
産
し
て
い
ま
す
。

功労者  国司浩助 創業者  田村市郎① トロール船「湊丸」 （188トン  長さ 33.54m  幅6.4ｍ）

ニッスイ戸畑ビル

ニッスイ戸畑ビルは、1936 年竣工でトロール漁業の司令部的機能を
集約した当時としては近代的なビルデイング。また珍しかったエレ
ベーターも設置されました。５階には戸畑漁業無線局が置かれ屋上の
無線鉄塔を通じて、世界の海で活動するトロール漁船と日夜分かたず
交信していました。現在はニッスイパイオニア館の他、ニッスイマリ
ン工業や関連の企業が入居しています。

日
本
水
産
の
１
０
０
年
を
超
え
る
歴
史
と
現
在
を
知
っ
て
い
た
だ
く
施
設
と
し
て
2
0
1
1
年
に
開
館
し
ま
し
た
。

04

③ 戸畑冷蔵での食品の凍結の様子

② 戸畑港は、漁業・製氷、冷凍、冷蔵、加工、流通、販売の
すべての機能を集めた総合漁港となりました。
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▼

1
9
1
1

　

ニ
ッ
ス
イ
の
創
業

　

今
か
ら
1
0
0
年
以
上
前
の
1
9
1
1
（
明

治
44
）
年
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
造
っ
た
一
隻
の
漁

船
（
ト
ロ
ー
ル
船①

）
か
ら
ニ
ッ
ス
イ
の
歴
史
は

始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
の
名
称
は
田
村
汽
船
漁

業
部
で
拠
点
は
、山
口
県
の
下
関
に
あ
り
ま
し
た
。

▼
1
9
3
0

　

戸
畑
を
漁
業
基
地
に

　

1
9
3
0
（
昭
和
5
）
年
に
、
ニ
ッ
ス
イ
は

下
関
か
ら
戸
畑
に
拠
点
を
移
し
、
戸
畑
港②

は
漁

業
基
地
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。
日
本
で
初
め

て
食
品
の
凍
結
を
行
っ
た
の
は
戸
畑
冷
蔵③

と
い

う
会
社
で
、今
か
ら
80
年
以
上
前
の
こ
と
で
し
た
。

▼
1
9
5
2

　

遠
洋
漁
業
の
拡
大

　

太
平
洋
戦
争
が
終
わ
り
、
日
本
水
産
の
社
名

と
な
り
再
び
遠
洋
漁
業④

が
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
獲
っ
た
魚
を
使
っ
て
、1
9
5
2
（
昭

和
27
）
年
か
ら
戸
畑
で
本
格
的
に
フ
ィ
ッ
シ
ュ

ソ
ー
セ
ー
ジ⑤

の
生
産
を
始
め
ま
し
た
。

▼
1
9
6
0
〜

　

漁
業
と
食
品
事
業
の
拡
大

　

1
9
6
0
（
昭
和
35
）
年
ご
ろ
か
ら
ニ
ッ
ス

イ
は
大
型
の
漁
船⑥

を
次
々
と
建
造
し
、
世
界
の

海
へ
進
出
し
ま
し
た
。
開
発
し
た
冷
凍
す
り
み

を
使
っ
て
、
ち
く
わ
を
生
産
し
始
め
ま
し
た⑦

。

冷
凍
食
品⑧

を
生
産
し
始
め
た
の
も
こ
の
頃
か
ら

で
す
。

▼
1
9
7
0
〜

　

２
０
０
海
里
の
影
響

　

各
国
が
２
０
０
海
里
規
制
を
始
め
た
結
果
１
９

７
０
年
代
に
、
日
本
の
漁
船
は
自
由
に
海
外
で
魚

を
獲
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、

ニ
ッ
ス
イ
は
世
界
各
地
に
水
産
物
を
調
達
す
る
拠

点⑨

を
作
り
ま
し
た
。

▼
2
0
1
9

　

現
在
の
ニ
ッ
ス
イ

　

現
在
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
冷
凍

食
品
、
缶
詰
な
ど
を
生
産
し
、
サ
ケ
や
ブ
リ
な

ど
養
殖
を
手
掛
け
る
と
と
も
に
、
青
魚
の
油
を

使
っ
た
医
薬
品
原
料
な
ど
も
生
産
し
て
い
ま
す
。

世
界
の
海
へ
飛
躍
し
た

三
大
技
術
革
新

　

１
９
３
０
年
代
、
ニ
ッ
ス
イ
の
ト
ロ
ー

ル
漁
船
は
、
漁
業
無
線
、
船
内
急
速
冷

凍
装
置
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
を
備
え
、

世
界
の
海
で
魚
を
獲
り
ま
し
た
。
獲
っ

た
魚
は
新
鮮
な
内
に
冷
凍
し
て
日
本
へ

運
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

チリで操業を行ったユニオンスール号

⑨ アメリカのアラスカ州に新しく作った、
すりみ工場

ブリの養殖黒瀬水産（宮崎）

戸畑地区の工場で作っている商品
「おさかなのソーセージ」と「大きな大きな焼きおにぎり」

大正時代のトロール船の無線室

民間漁船で初めて船内急速冷凍装置を備えた八代丸

ディーゼルエンジンを備えた釧路丸

▲④ 戦後初めてサケ・マス漁を行った天龍丸
▲⑤

　フィッシュソーセージの
　箱詰め作業
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⑧ 1960（昭和35）年
頃の冷凍食品の
販売風景

⑥ ベーリング海で活躍したすりみ母船峰島丸

⑦ 冷凍すりみを使って
ちくわを生産し、日本
全国で販売しました

●特集 ニッスイマリン工業株式会社



Q
戸
畑
ビ
ル
は
古
い
趣
の
あ
る
ビ
ル
で
す

が
、
い
つ
頃
建
て
ら
れ
た
の
で
す
か
？

　

 

ま
た
、
ビ
ル
の
屋
上
に
あ
る
鉄
塔
は
何

で
す
か
？

A　
昭
和
11
年
（
1
9
3
6
）
年
の
建

造
で
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
も
備
え
て
い
ま
す
。
屋
上

の
鉄
塔
は
漁
業
無
線
の
鉄
塔
で
す
。

今
の
よ
う
に
衛
星
通
信
の
な
い
時
代

に
、
こ
こ
か
ら
世
界
各
地
の
漁
場
と

無
線
で
交
信
し
て
い
ま
し
た
。

Q
何
故
最
初
の
漁
船
を
イ
ギ
リ
ス
で

造
っ
た
の
で
す
か
？

A　
創
業
者
の
田
村
市
郎
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
普
及
し
て
い
た
ト
ロ
ー
ル
漁
業

を
日
本
に
導
入
す
る
た
め
、
日
本
で

初
め
て
の
鋼
鉄
製
ト
ロ
ー
ル
船
（
第

一
丸
）
を
建
造
し
ま
し
た
が
、
成
績

が
今
ひ
と
つ
思
わ
し
く
な

か
っ
た
の
で
、
水
産
講
習
所

を
卒
業
し
た
国
司
浩
助
を
本

場
の
イ
ギ
リ
ス
に
派
遣
し
て

ト
ロ
ー
ル
船
「
湊
丸
」
を
建

造
し
ま
し
た
。
国
司
は
留
学

生
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ

ツ
で
漁
業
を
学
ん
で
い
ま
し

た
の
で
、
建
造
の
責
任
者
に

抜
擢
し
た
の
で
す
。
国
司
が

23
才
の
時
で
す
。

Q
下
関
か
ら
戸
畑
へ
拠
点
を
移
し
た
理

由
は
何
で
す
か
？

A　
下
関
漁
港
の
修
築
の
た
め
基
地
移

転
を
検
討
し
て
い
た
こ
ろ
、
北
九
州

地
域
で
は
官
営
八
幡
製
鉄
所
の
開
業

を
契
機
と
し
て
工
業
地
帯
と
し
て
発

展
し
て
い
ま
し
た
。
戸
畑
の
天
籟
寺

川
河
口
周
辺
に
も
、
戸
畑
鋳
物
や
明

治
紡
績
な
ど
の
工
場
が
操
業
を
は
じ

め
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
河
口
に
完

成
し
た
一
文
字
埋
立
地
は
、
水
深
や

石
炭
供
給
の
面
で
、
ま
た
後
背
地
の

人
口
増
加
は
消
費
地
と
し
て
も
有
望

と
み
て
、
理
想
的
な
漁
業
基
地
建
設

を
決
断
し
た
の
で
す
。

Q
戸
畑
で
日
本
初
の
冷
凍
食
品
が
作
ら

れ
た
と
伺
い
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う

な
食
品
で
す
か
？

A　
昭
和
5
（
1
9
3
0
）
年
に
冷
凍
技

術
を
活
用
し
て
い
ち
ご
な
ど
の
果
物
を

凍
ら
せ
て
販
売
し
ま
し
た
。
戸
畑
で
は

そ
の
後
、「
ち
く
わ
」
や
「
フ
イ
ッ
シ
ュ

ソ
ー
セ
ー
ジ
」
を
開
発
し
、
最
近
で
は

「
焼
き
お
に
ぎ
り
」
も
生
産
し
て
い
ま

す
。

Q
2
0
0
海
里
時
代
に
な
り
ニ
ッ
ス
イ

は
遠
洋
漁
業
か
ら
撤
退
し
て
き
た
と

伺
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
水
産

業
が
心
配
で
す
。

A　
今
、
世
界
の
人
口
は
70
億
人
を
超

え
て
い
ま
す
。
魚
を
外
し
て
は
こ
の

人
口
を
養
い
き
れ
ま
せ
ん
。
約
30
年

前
ま
で
は
世
界
の
漁
業
生
産
は
約
1

億
ト
ン
で
し
た
、
最
近
の
統
計
で
は

約
2
億
ト
ン
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
内
の
1
億
ト
ン
が
養
殖
に
よ
る
も

の
で
す
。
漁
業
と
養
殖
両
方
に
よ
る

水
産
物
の
確
保
が
重
要
で
す
。
ニ
ッ

ス
イ
は
「
水
産
資
源
か
ら
多
様
な
価

値
を
創
造
す
る
こ
と
で
社
会
に
貢
献

す
る
」
と
い
う
使
命
を
果
た
す
た
め
、

世
界
各
地
の
水
産
資
源
に
関
わ
り
続

け
て
い
き
ま
す
。

ニ
ッ
ス
イ
パ
イ
オ
ニ
ア
館
の
歴
史
展

示
室
で
小
池
館
長
に
伺
い
ま
し
た
。

●特集 ニッスイマリン工業株式会社

日本水産魚譜の美しさに感激です！

エントランスで小池館長と
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撮
影
協
力

Q
調
査
船
「
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｔ
」
は
ど
の

よ
う
な
仕
事
を
す
る
船
で
す
か
？

A　
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｔ
は
、
元
々
海
洋

開
発
研
究
機
構
の
調
査
船
で
「
し
ん

か
い
２
０
０
０
」
と
い
う
有
人
潜
水

探
査
船
の
母
船
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
し
た
。
2
0
1
６
年
に
当
社
が
購

入
し
て
調
査
船
と
し
て
運
用
し
て
い

ま
す
。

Q
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｔ
は
ど
の
く
ら
い
の
大

き
さ
で
す
か
？
ま
た
船
で
は
何
人
く
ら

い
の
人
が
働
い
て
い
ま
す
か
？

A　
全
長
が
67
ｍ
、
幅
13
ｍ
、
1
7 

３

９
ト
ン
で
す
。
船
を
動
か
す
船
員
は

28
名
で
す
が
、
そ
の
他
に
研
究
者
な

ど
も
乗
船
し
ま
す
の
で
、
多
い
時
に

は
55
名
の
人
が
乗
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Q
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｔ
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の

宇

宙
カ
プ
セ
ル
回
収
に
成
功
し
た
と
伺

い
ま
し
た
が
、
他
に
ど
の
よ
う
な
仕

事
を
し
て
い
ま
す
か
？

A　
最
近
で
は
、
離
島
（
南
鳥
島
や
沖

の
鳥
島
な
ど
）
へ
人
や
機
材
を
運
ぶ

仕
事
や
海
底
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設
す
る

た
め
の
海
底
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

サ
バ
イ
バ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
訓
練
プ
ー
ル
で
内
藤
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
に
伺
い
ま
し
た
。

Q
ニ
ッ
ス
イ
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
と
サ
バ
イ

バ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
イ
メ
ー
ジ
が

一
致
し
な
い
の
で
す
が
、
な
ぜ
サ
バ

イ
バ
ル
な
の
で
す
か
？

A　
ニ
ッ
ス
イ
は
創
業
以
来
、
ト
ロ
ー

ル
船
を
動
か
し
魚
を
獲
っ
て
き
ま
し

た
。
い
わ
ば
海
の
恵
み
の
恩
恵
を
受

け
て
き
ま
し
た
。
い
ま
、
海
を
志
す

若
者
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
海
の
仕
事
が
魅
力
的
に
な
る
よ

う
に
、
海
で
働
く
人
々
の
命
を
守
る

取
り
組
み
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Q
大
き
な
プ
ー
ル
で
す
が
、
ど
の
く
ら

い
の
大
き
さ
で
す
か
？
ま
た
、
ど
ん

な
訓
練
で
す
か
？

A　
縦
横
14
ｍ
、
深
さ
５
ｍ
で
す
。

　

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
海
に
墜
落
し
た

こ
と
を
想
定
し
た
脱
出
訓
練
や
船
舶

遭
難
を
想
定
し
た
救
命
筏
で
の
サ
バ

イ
バ
ル
訓
練
、
潜
水
士
の
潜
水
訓
練

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

Q
ど
ん
な
人
た
ち
が
訓
練
を
受
け
ら
れ
て
い

ま
す
か
？

A　
国
際
法
で
船
員
に
は
サ
バ
イ
バ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
の
で
、
船
員
の
受
講
者
が
多
い

の
で
す
が
、
警
察
や
消
防
で
潜
水
業

務
を
担
う
人
、
あ
る
い
は
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
な
ど
も
受
講
さ

れ
て
い
ま
す
。

Q
サ
バ
イ
バ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

は
初
め
て
見
ま
し
た
が
、
国
内
に
は
他

に
も
あ
り
ま
す
か
？

A　
国
際
認
証
を
受
け
た
訓
練
施
設
は

世
界
48
か
国
に
約
2
0
0
施
設
あ
り

ま
す
が
日
本
で

は
こ
こ
一
か
所

だ
け
で
す
。
国

内
唯
一
の
戸
畑

発
訓
練
機
関
と

し
て
今
後
も
海

洋
産
業
の
発
展

に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｔ
の
ブ
リ
ッ
ジ
で
鮫

島
船
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

●特集 ニッスイマリン工業株式会社

ヘリコプター水中脱出訓練を
説明する内藤インストラクター

CONCEPTブリッジの鮫島船長
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〝
高
齢
者
〞
と
い
う
言
葉
に
翻
弄
さ
れ
な
い
生
き
方
に
つ
い
て

キ
ー
ワ
ー
ド

：

健
康
寿
命
、
軽
度
認
知
障
害
、
運
動
と
栄
養
　

　

我
が
国
は
超
高
齢
化
時
代
に
突
入
し
、
世
界
の
ど
の

国
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
超
高
齢
社
会
を
日
本
が
ど

う
切
り
抜
け
る
か
世
界
中
が
注
目
し
て
い
ま
す
。

　

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
と
の
差

は
、
日
常
生
活
に
制
限
の
あ
る

「
健
康
で
は
な
い
期
間
」
を
意
味

し
ま
す
。

　

2
0
1
6
年
に
お
い
て
、
こ

の
差
は
男
性
８
・
8
4
年
、
女

性
1
2
・
3
5
年
と
さ
れ
て
お

り
、
言
い
換
え
れ
ば
介
護
を
受

け
な
が
ら
生
活
す
る
期
間
が
お
よ

そ
８
年
か
ら
12
年
存
在
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

北
九
州
市
は
高
齢
者
の
単
身
率
も
高
く
、
門

司
区
や
戸
畑
区
に
は
山
の
上
に
建
つ
家
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
車
に
乗
れ
な
く
な
る
と
外
出
す

る
機
会
が
大
き
く
減
少
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

健
康
を
阻
害
す
る
要
因
は
様
々
で
す
が
、
外
出
す
る

機
会
が
減
少
す
る
こ
と
で
人
と
の
交
流
が
減
り
、
お
洒

落
を
し
な
く
な
り
、
人
と
の
会
話
が
減
り
、
孤
立
を
し
、

栄
養
が
偏
り
、
運
動
量
が
減
る
と
い
う
悪
循
環
を
作
り

出
し
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
悪
循
環
が
要
介
護
状
態
に
な

る
最
初
の
入
り
口
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
体
力
の
低
下
の
み
な
ら
ず
、
認
知
症
の
予

備
軍
で
あ
る
軽
度
認
知
障
害（
M
C
I
）を
引
き
起
こ
し
、

い
ず
れ
は
認
知
症
へ
と
移
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
５
年
前
、
要
支
援
・
要
介
護
状
態
の
方
を
対
象

と
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
に
特
化
し
た
半
日
型
の
運
動
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
開
設
し
ま
し
た
。
今
で
は
４
店
舗
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
と
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
を
運
営
し
て
い
ま
す

が
、
利
用
者
様
の
平
均
年
齢
は
80
歳
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、超
高
齢
社
会
と
は
ど
の
よ
う
な
定
義
な
の
か
？

考
え
て
み
ま
す
と
65
歳
以
上
の
人
口
が
全
人
口
に
対
し

て
21
％
を
超
え
る
事
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
高
齢
化
率
は
直
近
の
デ
ー
タ
で
2
7
・
７
％

と
さ
れ
、
2
0
2
5
年
に
は
30
％
を
超
え
る
と
世
間
で

は
騒
が
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
北
九
州
市
に
お
い

て
は
す
で
に
3
0
・
１
％
と
５
年
先
を
行
き
、
私
の
住

む
門
司
区
は
3
6
・
１
％
と
断
ト
ツ
の
高
齢
化
率
を
示

し
て
い
ま
す
。
更
に
政
令
指
定
都
市
で
は
平
成
７
年
か

ら
30
年
ま
で
１
位
を
継
続
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
か
ら
視
点
を
変
え
て
考
え
て
み
ま
す

と
北
九
州
市
に
お
い
て
、
こ
の
超
高
齢
社
会
を
切
り
抜

け
て
い
く
こ
と
が
日
本
全
体
の
手
本
と
な
り
、
世
界
の

手
本
と
な
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、「
超
高
齢
社
会
を
切
り
抜
け
る
」
と
は
ど
う
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
？
単
に
平
均
寿
命
が
延
伸
さ
れ
れ
ば

良
い
と
い
う
事
で
は
無
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

答
え
は
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、
私
は
「
高
齢

者
が
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
、
人
の
お
世
話
を
受

皆
さ
ん
病
気
や
痛
み
を
抱
え
な
が

ら
も
通
所
さ
れ
利
用
者
様
同
士
交

流
し
な
が
ら
運
動
と
向
き
合
っ

て
い
ま
す
。

　

週
１
〜
２
回
程
度
の
ご
利
用

の
方
が
多
く
を
占
め
ま
す
が
、

私
た
ち
の
役
割
は
そ
の
１
回
３

時
間
と
い
う
短
い
間
で
、
そ
の

方
が
１
週
間
を
ど
の
よ
う
に
過

ご
し
て
い
く
か
を
ひ
と
り
ひ
と
り

に
お
伝
え
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
方
に
あ
っ
た
運
動
の
種
類
・
頻
度
、

栄
養
面
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
い
、
し
っ
か

り
と
目
標
を
立
て
て
関
わ
ら
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

５
年
の
間
に
ま
だ
少
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
要
介
護

状
態
か
ら
自
立
と
判
断
さ
れ
社
会
活
動
を
積
極
的
に
行

わ
れ
て
い
る
方
や
90
歳
を
超
え
て
要
介
護
か
ら
要
支
援

へ
と
改
善
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

人
は
幾
つ
に
な
っ
て
も
良
い
栄
養
状
態
と
適
度
な
運

動
に
よ
り
筋
力
も
体
力
も
向
上
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

定
義
上
、
高
齢
者
と
呼
ば
れ

る
65
歳
以
上
の
中
に
も
高
齢
者

と
呼
ぶ
に
は
申
し
訳
な
い
と
思

う
よ
う
な
方
々
が
身
近
に
た
く

さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
土
日
も
休

み
な
く
仕
事
を
さ
れ
る
方
、
月
に

４
〜
５
回
ゴ
ル
フ
に
行
か
れ
る
方
、

夜
寝
る
前
に
毎
日
1
0
0
回
腹
筋
を

け
ず
不
自
由
な
く
過
ご
す
時
間
を
延
ば
し
て
い
く
こ
と

で
あ
る
」と
考
え
ま
す
。
す
な
わ
ち〝
健
康
寿
命
の
延
伸
〞

が
超
高
齢
社
会
を
切
り
抜
け
て
い
く
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

健
康
寿
命
と
は
2
0
0
0
年
に
W
H
O
（
世
界
保
健

機
関
）
が
提
唱
し
、「
健
康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が
制

限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る
期
間
」
と
定
義
さ
れ

て
い
ま
す
。

さ
れ
る
方
な
ど
そ
れ
ら
の
方
に
共
通
す
る
こ
と
は
、「
仕

事
を
し
て
い
る
」「
好
き
な
こ
と
を
し
て
い
る
」「
お
洒

落
で
あ
る
」「
人
と
の
交
流
が
あ
る
」
な
ど
で
す
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
は
病
気
や
身
体
の
痛
み
が
あ
っ
て
も

可
能
で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
そ
の
範
囲
は
制
限

さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
私
た
ち
は
自
分
の
身
体
に
投
資
を
し
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
投
資
と
は
〝
お
金
〞
を
か
け
て

健
康
や
体
力
を
維
持
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
朝

起
き
て
少
し
の
ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋
ト
レ
を
行
う
」、「
休

み
の
日
に
１
時
間
程
度
の
散
歩
に
出
か
け
る
」「
ゴ
ル
フ

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
前
に
十
分
な
準
備
体
操
を
行

う
」
な
ど
〝
時
間
〞
と
い
う
投
資
を
し
て
い
く
こ
と
が

病
気
や
怪
我
を
予
防
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
の
研
究
で
は
適
度
で
継
続
的
な
運
動
に

よ
り
認
知
症
の
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
い
う
報
告
も
あ

り
ま
す
。
是
非
、
無
理
の
な
い
継
続
し
た
運
動
を
今
日

か
ら
始
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
〝
高
齢
者
〞
と
い
う
言
葉
に
翻
弄
さ
れ
な
い

心
持
ち
と
そ
れ
を
裏
付
け
る
適
度
な
運
動
に
よ
り
自
信

を
持
っ
て
社
会
活
動

を
継
続
し
、
健
康
寿

命
を
延
ば
し
て
い
く

こ
と
が
世
界
に
先
駆

け
て
北
九
州
市
が
超

高
齢
社
会
を
切
り
抜

け
る
一
つ
の
き
っ
か

け
に
な
る
と
私
は
考

え
て
い
ま
す
。

株
式
会
社 

M
A
H
A
L
O

　
代
表
取
締
役
　
大
川
　
尊
規

　
　
　（
作
業
療
法
士
・
生
活
相
談
員
）

〒
8
0
1

-

0
8
3
1

北
九
州
市
門
司
区
丸
山
１

-

５

-

１５

T
E
L
（
0
9
3
）
3
2
1

-

7
9
6
6

F
A
X
（
0
9
3
）
3
2
1

-

7
9
6
7

人
生
1
0
0
年
時
代
に
お
い
て

　 
仕
事
を
通
じ
て
感
じ
る
こ
と
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我
が
国
は
超
高
齢
化
時
代
に
突
入
し
、
世
界
の
ど
の

国
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
超
高
齢
社
会
を
日
本
が
ど

う
切
り
抜
け
る
か
世
界
中
が
注
目
し
て
い
ま
す
。

　

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
と
の
差

は
、
日
常
生
活
に
制
限
の
あ
る

「
健
康
で
は
な
い
期
間
」
を
意
味

し
ま
す
。

　

2
0
1
6
年
に
お
い
て
、
こ

の
差
は
男
性
８
・
8
4
年
、
女

性
1
2
・
3
5
年
と
さ
れ
て
お

り
、
言
い
換
え
れ
ば
介
護
を
受

け
な
が
ら
生
活
す
る
期
間
が
お
よ

そ
８
年
か
ら
12
年
存
在
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

北
九
州
市
は
高
齢
者
の
単
身
率
も
高
く
、
門

司
区
や
戸
畑
区
に
は
山
の
上
に
建
つ
家
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
車
に
乗
れ
な
く
な
る
と
外
出
す

る
機
会
が
大
き
く
減
少
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

健
康
を
阻
害
す
る
要
因
は
様
々
で
す
が
、
外
出
す
る

機
会
が
減
少
す
る
こ
と
で
人
と
の
交
流
が
減
り
、
お
洒

落
を
し
な
く
な
り
、
人
と
の
会
話
が
減
り
、
孤
立
を
し
、

栄
養
が
偏
り
、
運
動
量
が
減
る
と
い
う
悪
循
環
を
作
り

出
し
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
悪
循
環
が
要
介
護
状
態
に
な

る
最
初
の
入
り
口
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
体
力
の
低
下
の
み
な
ら
ず
、
認
知
症
の
予

備
軍
で
あ
る
軽
度
認
知
障
害（
M
C
I
）を
引
き
起
こ
し
、

い
ず
れ
は
認
知
症
へ
と
移
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
５
年
前
、
要
支
援
・
要
介
護
状
態
の
方
を
対
象

と
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
に
特
化
し
た
半
日
型
の
運
動
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
開
設
し
ま
し
た
。
今
で
は
４
店
舗
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
と
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
を
運
営
し
て
い
ま
す

が
、
利
用
者
様
の
平
均
年
齢
は
80
歳
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、超
高
齢
社
会
と
は
ど
の
よ
う
な
定
義
な
の
か
？

考
え
て
み
ま
す
と
65
歳
以
上
の
人
口
が
全
人
口
に
対
し

て
21
％
を
超
え
る
事
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
高
齢
化
率
は
直
近
の
デ
ー
タ
で
2
7
・
７
％

と
さ
れ
、
2
0
2
5
年
に
は
30
％
を
超
え
る
と
世
間
で

は
騒
が
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
北
九
州
市
に
お
い

て
は
す
で
に
3
0
・
１
％
と
５
年
先
を
行
き
、
私
の
住

む
門
司
区
は
3
6
・
１
％
と
断
ト
ツ
の
高
齢
化
率
を
示

し
て
い
ま
す
。
更
に
政
令
指
定
都
市
で
は
平
成
７
年
か

ら
30
年
ま
で
１
位
を
継
続
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
か
ら
視
点
を
変
え
て
考
え
て
み
ま
す

と
北
九
州
市
に
お
い
て
、
こ
の
超
高
齢
社
会
を
切
り
抜

け
て
い
く
こ
と
が
日
本
全
体
の
手
本
と
な
り
、
世
界
の

手
本
と
な
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、「
超
高
齢
社
会
を
切
り
抜
け
る
」
と
は
ど
う
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
？
単
に
平
均
寿
命
が
延
伸
さ
れ
れ
ば

良
い
と
い
う
事
で
は
無
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

答
え
は
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、
私
は
「
高
齢

者
が
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
、
人
の
お
世
話
を
受

皆
さ
ん
病
気
や
痛
み
を
抱
え
な
が

ら
も
通
所
さ
れ
利
用
者
様
同
士
交

流
し
な
が
ら
運
動
と
向
き
合
っ

て
い
ま
す
。

　

週
１
〜
２
回
程
度
の
ご
利
用

の
方
が
多
く
を
占
め
ま
す
が
、

私
た
ち
の
役
割
は
そ
の
１
回
３

時
間
と
い
う
短
い
間
で
、
そ
の

方
が
１
週
間
を
ど
の
よ
う
に
過

ご
し
て
い
く
か
を
ひ
と
り
ひ
と
り

に
お
伝
え
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
方
に
あ
っ
た
運
動
の
種
類
・
頻
度
、

栄
養
面
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
い
、
し
っ
か

り
と
目
標
を
立
て
て
関
わ
ら
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

５
年
の
間
に
ま
だ
少
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
要
介
護

状
態
か
ら
自
立
と
判
断
さ
れ
社
会
活
動
を
積
極
的
に
行

わ
れ
て
い
る
方
や
90
歳
を
超
え
て
要
介
護
か
ら
要
支
援

へ
と
改
善
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

人
は
幾
つ
に
な
っ
て
も
良
い
栄
養
状
態
と
適
度
な
運

動
に
よ
り
筋
力
も
体
力
も
向
上
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

定
義
上
、
高
齢
者
と
呼
ば
れ

る
65
歳
以
上
の
中
に
も
高
齢
者

と
呼
ぶ
に
は
申
し
訳
な
い
と
思

う
よ
う
な
方
々
が
身
近
に
た
く

さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
土
日
も
休

み
な
く
仕
事
を
さ
れ
る
方
、
月
に

４
〜
５
回
ゴ
ル
フ
に
行
か
れ
る
方
、

夜
寝
る
前
に
毎
日
1
0
0
回
腹
筋
を

け
ず
不
自
由
な
く
過
ご
す
時
間
を
延
ば
し
て
い
く
こ
と

で
あ
る
」と
考
え
ま
す
。
す
な
わ
ち〝
健
康
寿
命
の
延
伸
〞

が
超
高
齢
社
会
を
切
り
抜
け
て
い
く
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

健
康
寿
命
と
は
2
0
0
0
年
に
W
H
O
（
世
界
保
健

機
関
）
が
提
唱
し
、「
健
康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が
制

限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る
期
間
」
と
定
義
さ
れ

て
い
ま
す
。

さ
れ
る
方
な
ど
そ
れ
ら
の
方
に
共
通
す
る
こ
と
は
、「
仕

事
を
し
て
い
る
」「
好
き
な
こ
と
を
し
て
い
る
」「
お
洒

落
で
あ
る
」「
人
と
の
交
流
が
あ
る
」
な
ど
で
す
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
は
病
気
や
身
体
の
痛
み
が
あ
っ
て
も

可
能
で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
そ
の
範
囲
は
制
限

さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
私
た
ち
は
自
分
の
身
体
に
投
資
を
し
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
投
資
と
は
〝
お
金
〞
を
か
け
て

健
康
や
体
力
を
維
持
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
朝

起
き
て
少
し
の
ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋
ト
レ
を
行
う
」、「
休

み
の
日
に
１
時
間
程
度
の
散
歩
に
出
か
け
る
」「
ゴ
ル
フ

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
前
に
十
分
な
準
備
体
操
を
行

う
」
な
ど
〝
時
間
〞
と
い
う
投
資
を
し
て
い
く
こ
と
が

病
気
や
怪
我
を
予
防
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
の
研
究
で
は
適
度
で
継
続
的
な
運
動
に

よ
り
認
知
症
の
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
い
う
報
告
も
あ

り
ま
す
。
是
非
、
無
理
の
な
い
継
続
し
た
運
動
を
今
日

か
ら
始
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
〝
高
齢
者
〞
と
い
う
言
葉
に
翻
弄
さ
れ
な
い

心
持
ち
と
そ
れ
を
裏
付
け
る
適
度
な
運
動
に
よ
り
自
信

を
持
っ
て
社
会
活
動

を
継
続
し
、
健
康
寿

命
を
延
ば
し
て
い
く

こ
と
が
世
界
に
先
駆

け
て
北
九
州
市
が
超

高
齢
社
会
を
切
り
抜

け
る
一
つ
の
き
っ
か

け
に
な
る
と
私
は
考

え
て
い
ま
す
。
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「
は
る
か
な
夢
を  

た
し
か
な
夢
に
」

福
岡
県
立
八
幡
高
等
学
校

「
誠
」と「
鏡
」の
校
訓
を
携
え
、

創
立
百
周
年
を
迎
え
た
県
立
高
校

誠
　
ち
よ
ろ
づ
の
教
え
の
も
と
と
ま
も
れ
人
　
誠
ひ
と
つ
の
ひ
と
す
じ
の
道

鏡
　
朝
夕
に
磨
け
と
て
こ
そ
仰
ぐ
な
れ
　
心
の
鏡
く
も
り
な
き
ま
で 

　

八
幡
高
校
の
校
訓
は
二
首
の
和
歌
か
ら
な
り
、
全
国
で
も
大
変
珍
し
い
も

の
で
す
。
こ
の
歌
は
初
代
芹
沢
政
衛
校
長
が
詠
ん
だ
も
の
「
心
の
鏡
に
映
し

み
て
自
ら
を
常
に
顧
み
、
誠
一
筋
の
道
を
歩
む
」
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
草
創
期
よ
り
連
綿
と
し
て
受
け
継
が
れ
、
同
窓
会
も
校
訓
に
ち
な

ん
で 「
誠
鏡
会
」
と
称
し
て
い
ま
す
。 

　

さ
て
、
本
年
は
記
念
す
べ
き
創
立
百
周
年
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
テ
ー
マ

は
「
八
高
百
代
」、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
世
紀
を
翔
る
解
な
き
問
い
へ

の
挑
戦
！
」
で
す
。
こ
の
言
葉
に
は
、「
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、
こ
れ
か
ら

の
世
界
・
日
本
・
社
会
の
在
り
方
等
、
答
え
が
一
つ
と
は
限
ら
な
い
問
い
に

対
し
て
解
を
追
求
し
続
け
、
心
豊
か
で
幸
せ
な
社
会
の
創
造
に
挑
む
」
と
い

う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
思
い
を
生
徒
の
胸
に
育
む

べ
く
、
様
々
な
記
念
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
５
月
、
同
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
人
文
字
「
八
高
百
代
」
を
描
い
て
の

航
空
写
真
撮
影
、
６
月
に
は
記
念
文
化
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
展
示
の
中
に

は
、
八
幡
高
校
美
術
部
が
百
周
年
を
テ
ー
マ
に
描
い
た
記
念
壁
画
や
、
高
校

42
期
（
平
成
２
年
卒
業
）
と
生
徒
が
コ
ラ
ボ
し
た
折
り
鶴
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
祭
２
日
目
に
は
、
北
九
州
芸
術
劇
場
に

お
い
て
、
本
校
Ｏ
Ｂ
で
あ
り
Ｒ
Ｋ
Ｂ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
活
躍
中
の
田

畑
竜
介
氏
の
記
念
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
更
に
、
同
６
月
、
甲
子
園
出

場
９
回
の
歴
史
を
誇
る
長
崎
市
立
長
崎
商
業
高
等
学
校
野
球
部
、
全
国
大
会

常
連
校
で
あ
る
東
福
岡
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
と
の
招
待
試
合
が
２
週
連
続
で
行

わ
れ
、
全
校
生
徒
・
保
護
者
及
び
職
員
・
同
窓
生
の
方
々
の
総
勢
千
人
超
の

応
援
団
が
結
成
さ
れ
試
合
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
９
月
に
は
、
記
念
体
育
大

会
、11
月
に
は
、創
立
記
念
式
典
、津
村
禮
次
郎
氏
（
観
世
流
緑
泉
会
：
能
楽
）

に
よ
る
記
念
講
演
会
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
の
成
果
を
生
か
し

世
界
を
視
野
に
入
れ
て

活
躍
す
る
人
材
を
育
成

　

大
正
８
年
の
開
校
以
来
、
北
九
州
地
区
の
伝
統
校
の
一
つ
と
し
て
、
八
幡

高
校
は
地
域
の
高
い
評
価
と
信
頼
を
得
て
き
ま
し
た
。
平
成
３
年
に
普
通
科

に
加
え
て
「
理
数
科
」
を
創
設
、平
成
23
年
か
ら
の
７
年
間
は
Ｓ
Ｓ
Ｈ（
ス
ー

パ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
の
指
定
を
受
け
、
新
た
な
八
幡
高

校
像
を
模
索
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
の
研
究
成
果
を
学
校

全
体
に
還
元
す
る
「
夢
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
遂
行
し
、
理
数
科
と
普
通
科

の
切
磋
琢
磨
に
よ
っ
て
学
校
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
で
、「
主
体
的
に
前
向

き
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
社
会
に
貢
献
し
、
世
界
を
視
野
に
入
れ

て
活
躍
す
る
人
材
」
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

生
徒
は
、
勉
学
は
勿
論
、
学
校
行
事
や
生
徒
会
活
動
に
も
力
を
注
ぎ
、
明

る
く
元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
部
活
動
に
お
い
て
は
、
運
動
部

で
、
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
が
九
州
・
全
国
大
会
に
出
場

し
、
ラ
グ
ビ
ー
部
の
10
人
制
、
陸
上
部
、
野
球
部
が
九
州
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。
文
化
部
で
は
、
放
送
部
が
九
州
・
全
国
大
会
、
演
劇
部
が
九
州
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
多
く
の
部
活
動
が
県
大
会
へ
出
場
す
る

な
ど
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
約
８
割
の
生
徒
が
部
活
動
・
同
好
会
に
加
入

し
、
そ
れ
以
外
に
生
徒
会
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
、
生
徒
達
は
文
武
両
道
に

励
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
進
学
に
お
い
て
も
、
地
元
の
九
州
大
学
、
九
州
工

業
大
学
、
北
九
州
市
立
大
学
を
は
じ
め
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
、

数
多
く
の
国
公
立
大
学
や
私
立
大
学
へ
の
合
格
者
を
出
し
て
い
ま
す
。

  

八
幡
高
校
で
は
、「
は
る
か
な
夢
を　

た
し
か
な
夢
に
」
を
校
是
、
そ
し

て
「
飛
べ　

明
日
は
恐
る
る
に
足
ら
ず
」
を
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い

ま
す
。百
年
の
校
風
を
継
承
し
つ
つ
、新
た
な
八
幡
の
伝
統
を
築
く
に
当
た
っ

て
、
現
72
〜
74
期
の
生
徒
達
も
必
ず
や
期
待
に
応
え
る
活
躍
を
し
て
く
れ
る

は
ず
で
す
。

壁画制作の様子 100周年記念文化祭 100周年記念ポスター

文化祭特別優秀賞

校内にバスが乗り入れる
フーコーの振り子

校訓

福岡県立八幡中学校（大蔵校舎）
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「
誠
」と「
鏡
」の
校
訓
を
携
え
、

創
立
百
周
年
を
迎
え
た
県
立
高
校

誠
　
ち
よ
ろ
づ
の
教
え
の
も
と
と
ま
も
れ
人
　
誠
ひ
と
つ
の
ひ
と
す
じ
の
道

鏡
　
朝
夕
に
磨
け
と
て
こ
そ
仰
ぐ
な
れ
　
心
の
鏡
く
も
り
な
き
ま
で 

　

八
幡
高
校
の
校
訓
は
二
首
の
和
歌
か
ら
な
り
、
全
国
で
も
大
変
珍
し
い
も

の
で
す
。
こ
の
歌
は
初
代
芹
沢
政
衛
校
長
が
詠
ん
だ
も
の
「
心
の
鏡
に
映
し

み
て
自
ら
を
常
に
顧
み
、
誠
一
筋
の
道
を
歩
む
」
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
草
創
期
よ
り
連
綿
と
し
て
受
け
継
が
れ
、
同
窓
会
も
校
訓
に
ち
な

ん
で 「
誠
鏡
会
」
と
称
し
て
い
ま
す
。 

　

さ
て
、
本
年
は
記
念
す
べ
き
創
立
百
周
年
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
テ
ー
マ

は
「
八
高
百
代
」、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
世
紀
を
翔
る
解
な
き
問
い
へ

の
挑
戦
！
」
で
す
。
こ
の
言
葉
に
は
、「
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、
こ
れ
か
ら

の
世
界
・
日
本
・
社
会
の
在
り
方
等
、
答
え
が
一
つ
と
は
限
ら
な
い
問
い
に

対
し
て
解
を
追
求
し
続
け
、
心
豊
か
で
幸
せ
な
社
会
の
創
造
に
挑
む
」
と
い

う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
思
い
を
生
徒
の
胸
に
育
む

べ
く
、
様
々
な
記
念
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
５
月
、
同
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
人
文
字
「
八
高
百
代
」
を
描
い
て
の

航
空
写
真
撮
影
、
６
月
に
は
記
念
文
化
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
展
示
の
中
に

は
、
八
幡
高
校
美
術
部
が
百
周
年
を
テ
ー
マ
に
描
い
た
記
念
壁
画
や
、
高
校

42
期
（
平
成
２
年
卒
業
）
と
生
徒
が
コ
ラ
ボ
し
た
折
り
鶴
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
祭
２
日
目
に
は
、
北
九
州
芸
術
劇
場
に

お
い
て
、
本
校
Ｏ
Ｂ
で
あ
り
Ｒ
Ｋ
Ｂ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
活
躍
中
の
田

畑
竜
介
氏
の
記
念
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
更
に
、
同
６
月
、
甲
子
園
出

場
９
回
の
歴
史
を
誇
る
長
崎
市
立
長
崎
商
業
高
等
学
校
野
球
部
、
全
国
大
会

常
連
校
で
あ
る
東
福
岡
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
と
の
招
待
試
合
が
２
週
連
続
で
行

わ
れ
、
全
校
生
徒
・
保
護
者
及
び
職
員
・
同
窓
生
の
方
々
の
総
勢
千
人
超
の

応
援
団
が
結
成
さ
れ
試
合
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
９
月
に
は
、
記
念
体
育
大

会
、11
月
に
は
、創
立
記
念
式
典
、津
村
禮
次
郎
氏
（
観
世
流
緑
泉
会
：
能
楽
）

に
よ
る
記
念
講
演
会
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
の
成
果
を
生
か
し

世
界
を
視
野
に
入
れ
て

活
躍
す
る
人
材
を
育
成

　

大
正
８
年
の
開
校
以
来
、
北
九
州
地
区
の
伝
統
校
の
一
つ
と
し
て
、
八
幡

高
校
は
地
域
の
高
い
評
価
と
信
頼
を
得
て
き
ま
し
た
。
平
成
３
年
に
普
通
科

に
加
え
て
「
理
数
科
」
を
創
設
、平
成
23
年
か
ら
の
７
年
間
は
Ｓ
Ｓ
Ｈ（
ス
ー

パ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
の
指
定
を
受
け
、
新
た
な
八
幡
高

校
像
を
模
索
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
の
研
究
成
果
を
学
校

全
体
に
還
元
す
る
「
夢
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
遂
行
し
、
理
数
科
と
普
通
科

の
切
磋
琢
磨
に
よ
っ
て
学
校
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
で
、「
主
体
的
に
前
向

き
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
社
会
に
貢
献
し
、
世
界
を
視
野
に
入
れ

て
活
躍
す
る
人
材
」
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

生
徒
は
、
勉
学
は
勿
論
、
学
校
行
事
や
生
徒
会
活
動
に
も
力
を
注
ぎ
、
明

る
く
元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
部
活
動
に
お
い
て
は
、
運
動
部

で
、
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
が
九
州
・
全
国
大
会
に
出
場

し
、
ラ
グ
ビ
ー
部
の
10
人
制
、
陸
上
部
、
野
球
部
が
九
州
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。
文
化
部
で
は
、
放
送
部
が
九
州
・
全
国
大
会
、
演
劇
部
が
九
州
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
多
く
の
部
活
動
が
県
大
会
へ
出
場
す
る

な
ど
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
約
８
割
の
生
徒
が
部
活
動
・
同
好
会
に
加
入

し
、
そ
れ
以
外
に
生
徒
会
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
、
生
徒
達
は
文
武
両
道
に

励
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
進
学
に
お
い
て
も
、
地
元
の
九
州
大
学
、
九
州
工

業
大
学
、
北
九
州
市
立
大
学
を
は
じ
め
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
、

数
多
く
の
国
公
立
大
学
や
私
立
大
学
へ
の
合
格
者
を
出
し
て
い
ま
す
。

  

八
幡
高
校
で
は
、「
は
る
か
な
夢
を　

た
し
か
な
夢
に
」
を
校
是
、
そ
し

て
「
飛
べ　

明
日
は
恐
る
る
に
足
ら
ず
」
を
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い

ま
す
。百
年
の
校
風
を
継
承
し
つ
つ
、新
た
な
八
幡
の
伝
統
を
築
く
に
当
た
っ

て
、
現
72
〜
74
期
の
生
徒
達
も
必
ず
や
期
待
に
応
え
る
活
躍
を
し
て
く
れ
る

は
ず
で
す
。

100周年航空写真理数科筑波研修

理数科
放射線セミナー

校
長
の
こ
と
ば

福岡県立八幡高等学校校長

内　村　尚　俊

　今年は「八高百代」の創立百周年の年です。
生徒たちはすべての記念行事に、知恵と工夫を
凝らして前向きに楽しみながら取り組んでお
り、八高生の懐の深さを感じます。この節目の
年は、八高生に自ら歴史を創る自覚を育んでお
り、それは、自らの人生を逞しく切り拓いて日
本や世界を創造していこうとする八高生の心の
鉱脈に繋がっていくと確信しています。

賞状ケース 招待試合

（上）野球部　（下）サッカー部
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こ
の
た
び
、
第
７
回
定
時
総
会
、
理
事
会
に
お
き

ま
し
て
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
野
村
で
ご
ざ
い
ま

す
。
伝
統
と
歴
史
あ
る
八
幡
法
人
会
の
歴
代
会
長
の

皆
様
の
後
を
受
け
、
大
役
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と

に
な
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

佐
田
前
会
長
と
同
様
に
皆
様
に
は
引
き
続
き
ご
指
導

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
八
幡
法
人
会
は
昭
和
45
年
６
月
に
会
員
数

1
0
4
社
も
っ
て
発
足
し
、
昭
和
57
年
11
月
に
一
般

社
団
法
人
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
25
年
４
月
に
は
公

益
法
人
に
移
行
し
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
が
、

現
在
の
会
員
数
は
2
3
0
0
社
を
超
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
公
益
法
人
化
へ
移
行
の
際
に
は
、
公
益

事
業
比
率
を
高
め
る
た
め
に
様
々
な
ご
苦
労
が
あ
っ

た
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。
研
修
や
講
演
会
、
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
を
中
心
と
し
た
各
種
事
業
は
広
く
地
域

社
会
に
開
か
れ
た
も
の
と
し
、
青
年
部
会
や
女
性
部

会
は
積
極
的
に
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
む
な
ど
、

公
益
性
を
重
視
し
た
活
動
の
結
果
が
公
益
社
団
法
人

の
認
定
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
の
歴
史
と
会
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
対
し

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
改
め
て
与
え
ら

れ
た
役
割
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
次
第
で
す
。

八
幡
法
人
会
が
、
会
員
の
皆
様
が
健
全
な
経
営
を
維

持
発
展
し
て
い
か
れ
る
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
い
、

今
後
も
、
先
輩
方
が
永
年
に
わ
た
っ
て
築
か
れ
た
努

力
の
成
果
を
引
き
継
ぎ
、
会
の
発
展
の
た
め
鋭
意
努

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
か
ら
令
和
へ
元
号
が
変
わ
り
、
今
回
が
新
元

号
で
の
初
め
て
の
総
会
と
な
り
ま
す
が
、
我
々
を
取

り
巻
く
環
境
は
楽
観
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

世
界
経
済
の
減
速
を
受
け
て
景
気
が
正
念
場
を
迎
え

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
加
速
す
る
高
齢
化
と
人
口
減

少
は
、
中
小
企
業
数
や
労
働
人
口
の
減
少
を
引
き
起

こ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
法
人
会
は
、
地
域
企

業
の
健
全
な
発
展
、
地
域
社
会
へ
の
寄
与
、
国
と
社

会
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
こ
と
を
理
念
に
掲
げ
、
税
知

識
の
普
及
、
納
税
意
識
の
高
揚
に
努
め
、
税
制
・
税

務
に
関
す
る
提
言
を
行
い
、
実
効
性
の
高
い
事
業
活

動
を
継
続
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
会
員
の
増

強
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
し
、
支
部
活
動
の
充

実
も
不
可
欠
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
来
年
は
八
幡
法
人
会
が
創
立
50
周
年
を

迎
え
る
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
記
念
事
業

の
計
画
に
着
手
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
年
で
、
日
程
は
2
0
2
0
年

10
月
16
日
に
決
定
し
、
準
備
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
井
上
税
務
署
長
様
を
は
じ
め
税
務
関
係

機
関
の
皆
様
、
並
び
に
会
員
の
皆
様
方
の
一
層
の
ご

鞭
撻
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
会
長
就
任

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

八幡法人会
会長　野村 廣美

会
長
就
任
挨
拶
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本
年
７
月
の
定
期
人
事
異
動
で
、
八
幡
税

務
署
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
井
上
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
八
幡
法
人
会
の
皆
様
方
に

は
、
日
頃
か
ら
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に

つ
き
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
格
別
の
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

八
幡
税
務
署
の
勤
務
は
初
め
て
と
な
り
ま

す
が
、
日
本
の
近
代
化
を
支
え
た
北
九
州
工

業
地
域
の
中
核
で
あ
り
、
環
境
に
配
意
し
て

自
然
と
共
生
す
る
緑
豊
か
な
都
市
づ
く
り
を

実
践
さ
れ
る
こ
の
地
で
勤
務
で
き
る
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、企
業
の
発
展
を
支
援
、

地
域
の
振
興
に
寄
与
、
国
と
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
と
の
理
念
の
下
、
正
し
い
税
知
識

の
普
及
や
納
税
道
義
の
高
揚
の
た
め
に
、
各
種
研
修
会
や
講
演
会
の
開
催
を
は
じ
め
、「
租

税
教
室
」、「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
や
「
黒
崎
こ
ど
も
商
店
街
税
務
署
ブ
ー

ス
」
の
開
設
等
を
通
じ
た
税
の
啓
蒙
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
お
ら
れ
る
ほ
か
、
地
元
地
域

の
公
園
の
清
掃
活
動
等
の
社
会
貢
献
活
動
な
ど
、
様
々
な
事
業
活
動
を
活
発
に
展
開
さ
れ

て
お
ら
れ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。　
　

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
野
村
会
長
を
は
じ
め
、
役
員
及
び
会
員
の
皆
様
方
の
熱
意
と
ご
尽

力
に
よ
る
も
の
と
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
、
貴
会
の
活
動
が

さ
ら
に
活
性
化
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
私
ど
も
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
皆
様
と
一
層
の
連
携
協
調
を
図
り
、
で
き
る
限
り
の
ご
協
力
を
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
ご
存
知
の
と
お
り
、
い
よ
い
よ
10
月
か
ら
は
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
と
同
時
に

軽
減
税
率
制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
同
制

度
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
て
、
各
種
説
明
会
の
実
施
や
相
談
窓
口
の
開
設
な
ど
周
知
・
広

報
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
八
幡
法
人
会
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
も
同
制
度
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
な
お
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
公
益
社
団
法
人
八
幡
法
人
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
会
員

の
皆
様
の
ご
健
勝
並
び
に
事
業
の
ご
繁
栄
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
着
任
の

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

八幡税務署
署長　井上 秀一

八幡法人会
前会長　佐田 建朗

署
長
あ
い
さ
つ

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
６
年

の
長
き
に
わ
た
り
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
こ
と
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
初
そ
の
任
が
務
ま
る
だ
ろ
う
か
と
忸
怩

た
る
思
い
で
参
り
ま
し
た
が
、
何
と
か
全
う

で
き
ま
し
た
こ
と
は
有
難
い
こ
と
で
す
。

　

八
幡
・
戸
畑
地
区
は
、
い
わ
ゆ
る
北
九
州

工
業
地
帯
の
土
地
柄
に
由
来
す
る
企
業
文
化

が
脈
々
と
続
い
て
い
て
、
法
人
会
の
お
世
話

を
さ
れ
る
方
々
も
そ
の
ご
縁
の
深
い
方
々
が

多
い
よ
う
で
す
。

　

企
業
人
と
し
て
の
姿
勢
が
健
全
経
営
・
適
正
納
税
・
社
会
貢
献
を
め
ざ
す
と
い
う
法
人

会
の
掲
げ
る
理
念
に
近
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

各
委
員
会
、
青
年
・
女
性
部
会
、
支
部
組
織
の
い
ず
れ
も
熱
心
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
し
て
、

手
弁
当
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
は

頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。

　

法
人
会
に
入
会
し
て
良
か
っ
た
、

志
の
高
い
会
員
の
皆
さ
ん
方
と
話
す

機
会
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
え
る

よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
っ
て
頂
き
た
い
と
願
い
ま
す
。

　

八
幡
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
、

会
員
の
皆
様
方
の
ご
隆
昌
と
ご
健
勝

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長
退
任
挨
拶

●署長挨拶・会長退任挨拶
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八
幡
法
人
会
は
、
八
幡
東
区
・
八
幡
西
区
・
戸
畑
区
の
法
人
会
員
を
対
象
と
し
て
、
税
知
識
の

普
及
、
納
税
意
識
の
高
揚
に
努
め
、
税
制
・
税
務
に
関
す
る
提
言
を
行
い
、
も
っ
て
適
正
・
公

平
な
申
告
納
税
制
度
の
維
持
・
発
展
と
税
務
行
政
の
円
滑
な
執
行
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
地

域
企
業
の
健
全
な
発
展
に
貢
献
及
び
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
目
的
達
成
の
た
め
、
会
員
の
交
流
を
図
る
た
め
に
事
業
や
福
利
厚
生
の
た
め
の
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

会
員
数
は
２
３
５
３
名
、（
平
成
31
年
３
月
31
日
現
在
）
で
す
。

Corporation Association

ACTIVITY REPORT

法
人
会

活
動
報
告審査員として法人会より日向社会貢献委員長参加

留学生弁論大会
会場：コムシティ

2018

12.16（日）

84社
（100名）

参加者数

●４月４日 (木 )４月・５月決算
　参加者 23名
●６月６日 (木 )６月・７月決算
　参加者 25名

2019

2.8（金）
決算法人説明会
　　　２月３月決算
会場：福岡ひびき信用金庫本店大ホール
講師：九州北部税理士会八幡支部より

テーマ「笑いと健康」

2019

2.21（木）
新春講演会と落語会
会場：ホテルクラウンパレス北九州
講師：桂　春團治　参加者：243 名

14

●インフォメーション 法人会活動報告



司会者　福田青年部会副部会長

戸畑菖蒲まつり協賛清掃
会場：戸畑夜宮公園　参加者：44名

相続・贈与無料相談会
相談員：九州北部税理士会八幡支部
　　　　より　後藤税理士
参加者：2名

佐田会長送別ゴルフ大会
　　　　　　　（会長杯取切戦）
会場：九州ゴルフ倶楽部　参加者：27名

2019

6.8（土）

2019

6.12（水）

第７回定時総会
会場：ホテルクラウンパレス北九州

2019

6.7（金）

2019

6.18（火）

2019

2.19（火）
北九州５法人会合同研修会
会　場：リーガロイヤルホテル小倉
講　師：辺　真一
テーマ：「最近の朝鮮半島情勢と日本」５法人会出席者 329 名　八幡より 39 名参加

●インフォメーション 法人会活動報告
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全法連「絵はがきコンクール」
絵はがき作品展示
会場：コムシティマーメード広場
参加：10校　小学６年生 446 名の作品を展示

女性部会役員懇親会
会場：ロイヤルホテル宗像
参加者：10名

青年・女性部会主催
第５回カップリングパーティー
会場：千草ホテル　参加者：男性 29名　女性 24 名

6 組のカップルが誕生

北九州ブロック女性部会合同研修会
場所：三宜楼
参加：八幡より 10名出席

青年部会・女性部会

活動報告

2019
3.6（水）～
3.29（金）

2018

12.11（火）

2019

2.3（日）

2019

3.12（火）

租税教室
市内 10校訪問

2018.11.30（金）～
2019. 1.25（金）

16

●インフォメーション 青年部会・女性部会 活動報告



小林新青年部会長より挨拶

第15回　女性部会卓話会
会　場：八幡税理士会館　参加者：18名
講　師：北九州市　子ども食堂担当係長
　　　　　　　　　　　長迫　和宏　氏　
テーマ：「～みんなの居場所づくり～」
　　　　　　　　　　　　　子ども食堂　

青年・女性部会合同報告会
及び歴代会長との交流会
報告会：41名　　交流会：43 名

全国女性フォーラム 富山大会 
出席者：４名

2019

4.25（木）

2019

6.18（火）

2019

7.24（水）

間
違
い
探
し

ク
イ
ズ

２
つ
の
絵
の
中
に
違
う
と
こ
ろ
が
７
ケ
所

あ
り
ま
す
。
答
え
は
Ｐ
18
へ
。

●インフォメーション 青年部会・女性部会 活動報告
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新会員紹介

税務署の人事異動 令和元年７月10日付（法人課税関係）

クイズ間違い探し　答え　①太陽の口の形　②太陽の下の雲　③一番左の木の葉っぱの位置　④一番右の雲の大きさ　⑤女性の襟の形
　　　　　　　　　　　　⑥タヌキの左手の野菜の種類　⑦引っぱっているサツマイモが１つだけジャガイモ

※平成30年12月1日から令和元年6月30日までに入会し令和元年6月30日現在で
　会員登録になっている会社44社

官　　　　　職
転入の部 転出の部

氏　　　名 旧　官　職 氏　　　名 発　　　令

署　　　長 井上　秀一
福岡国税局 
調査査察部 
調査第一部門　統括官

宮﨑　英樹
福岡国税局 
課税第二部　酒税課 
課長

副　署　長 古賀山　章 （留任）

総 務 課 長 奥本　一彦
国税庁 
福岡派遣　監督評価官 
監督評価官補

山口　直茂
福岡国税局 
課税第一部　課税総括課 
課長補佐

特別国税調査官 榊原　　誠
小倉税務署 
法人課税第一部門 
統括官

廣門　伸一 （退職）

特別国税調査官 林　　俊治　
福岡税務署 
法人課税第三部門 
統括官

今浪　繁樹 （退職）

法人課税第一部門 
統括官 渡邉　哲生

福岡国税局 
調査査察部 
特別国税調査官　総括主査

冨田　　茂
福岡税務署 
法人課税第一部門 
統括官

法人課税第二部門 
統括官 市川　博章 （留任）

法人課税第三部門 
統括官 藤田　貴司

長崎税務署 
法人課税第五部門 
統括官

岩男　弘則
行橋税務署 
法人課税部門 
統括官

法人課税第四部門 
統括官 太田　圭次

小倉税務署 
法人課税第二部門 
上席調査官

藤田久美子
長崎税務署 
法人課税第五部門 
統括官

連絡調整官 園田　安弘
長崎税務署 
総務課 
課長補佐

鳥越　　誠
福岡国税局 
課税第二部　酒税課 
主査

法人課税第一部門 
上席調査官 飯田　　寛

福岡国税局 
総括税務相談官 
主任相談官

楠木　理恵
福岡税務署 
法人課税第一部門 
上席調査官

第 1支部
会社名 代表者

（有）後藤工務店 後藤　昭人
（株）信和工業 大場　信二
臼木木材（株） 臼木　敏浩
山縣　和真 山縣　和真
（有）山㟢建装 山㟢　大輔
（株）永川組 永川　隆行
九州ジネス（株） 中島　禎夫
（有）岩本ボーリング工業 岩本　晴郎
岡松住設 岡松伸一郎
大祐建設工業（株） 大家　隆雄
（株）タカムラ商会 高村　六郎
（株）光誠 松永　潤也

第２支部
会社名 代表者

（株）Ｍ＆Ｋ 菅沼　誠也
テクノトラスト 松本　祐嗣
たまちゃん食堂 南　　和良
（有）ウーヴル 三宅美穂子
ヤマダ防災設備 山田　拓也
（株）クリーンピース 安田　好孝

第３支部
会社名 代表者

（一財）無人機研究開発機構 丹　　康弘
(有 ) アポロ企画 池田美智代

第４支部
会社名 代表者

（有）北九州登記事務センター 山下　恵子
久保　久 久保　　久
（有）泉商会 松尾　俊和
（株）CEC 松尾　祐介

第５支部
会社名 代表者

（株）システム１ 古川　伸一
相生自販（株） 尾辻　　毅
（株）エステート中野 中野　崇史
（株）アセットプラス 野見山　望
（株）保険のコンサル 八尋富士美
（株）サードプレイス 木山　和俊
八幡タクシー（株） 藤村みさと

第６支部
会社名 代表者

北條染工 北條　哲治
坂本江口司法書士事務所 江口　暢啓
千代田産業（株） 村方　敏男
（株）白田重工機 白田　一男
トータルライフサポート Laughingdogs 荒木　晴美

第７支部
会社名 代表者

RocheJapon（株） 甲斐　　剛
（株）ヨリフジ 依藤　健児

第８支部
会社名 代表者

（有）三愛自動車 新里　正雄
大嶋　朋久 大嶋　朋久

第９支部
会社名 代表者

（株）八頭司生花店 八頭司　昇
タベル矯正歯科 山本美和子
（株）北九州インプレンタ 曽我部慎一
翔輝工業 藤原　修二
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第 1支部
会社名 代表者

（有）後藤工務店 後藤　昭人
（株）信和工業 大場　信二
臼木木材（株） 臼木　敏浩
山縣　和真 山縣　和真
（有）山㟢建装 山㟢　大輔
（株）永川組 永川　隆行
九州ジネス（株） 中島　禎夫
（有）岩本ボーリング工業 岩本　晴郎
岡松住設 岡松伸一郎
大祐建設工業（株） 大家　隆雄
（株）タカムラ商会 高村　六郎
（株）光誠 松永　潤也

第２支部
会社名 代表者

（株）Ｍ＆Ｋ 菅沼　誠也
テクノトラスト 松本　祐嗣
たまちゃん食堂 南　　和良
（有）ウーヴル 三宅美穂子
ヤマダ防災設備 山田　拓也
（株）クリーンピース 安田　好孝

第３支部
会社名 代表者

（一財）無人機研究開発機構 丹　　康弘
(有 ) アポロ企画 池田美智代

第４支部
会社名 代表者

（有）北九州登記事務センター 山下　恵子
久保　久 久保　　久
（有）泉商会 松尾　俊和
（株）CEC 松尾　祐介

第５支部
会社名 代表者

（株）システム１ 古川　伸一
相生自販（株） 尾辻　　毅
（株）エステート中野 中野　崇史
（株）アセットプラス 野見山　望
（株）保険のコンサル 八尋富士美
（株）サードプレイス 木山　和俊
八幡タクシー（株） 藤村みさと

第６支部
会社名 代表者

北條染工 北條　哲治
坂本江口司法書士事務所 江口　暢啓
千代田産業（株） 村方　敏男
（株）白田重工機 白田　一男
トータルライフサポート Laughingdogs 荒木　晴美

第７支部
会社名 代表者

RocheJapon（株） 甲斐　　剛
（株）ヨリフジ 依藤　健児

第８支部
会社名 代表者

（有）三愛自動車 新里　正雄
大嶋　朋久 大嶋　朋久

第９支部
会社名 代表者

（株）八頭司生花店 八頭司　昇
タベル矯正歯科 山本美和子
（株）北九州インプレンタ 曽我部慎一
翔輝工業 藤原　修二

●インフォメーション 八幡税務署からのお知らせ
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